
よ
く
学
び
、

八
幡
野
小
学
校

三
4
0
8由
E
百
才

ω
F
J、
〈
こ

ω
z
r
o
k
y
u
o

g
x
H
F〈
工
弓
O

ヨ一宍
ω
Zヨ
ω『

C

1食あたりの価格・240円(税込み)

人気メニュー:カレーライス

寸評:甘みと赤飯のような芳潤な香

りの豆穀米と、バランスがよくて美

昧が豊かなアイチノカオりが人気。

スープは素材の昧が生きた素朴な

味。パンは小麦の素材が生きた昧。

含
ヂ

岡
県
伊
東
市
で
は
、
毎
年
、
小

主
円

学
校
全

ω校
の

6
年
生
が
、
外

部
の
講
師
と
と
も
に
学
ぶ
「
き
て
き
て

先
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
行
っ
て
い
る
。

八
幡
野
小
学
校
が
今
回
選
ん
だ
テ
ー

マ
は

「食
を
通
じ
て
学
べ
る
こ
と」
0
6

年
生
2
ク
ラ
ス

ω名
で
ご
飯
を
テ
イ
ス

テ
イ
ン
グ
し
、
オ
ニ
ギ
リ
を
握
っ
て
給
食

時
間
に
食
べ
る
と
い
う
、
一
日
が
か
り

の
特
別
授
業
を
行
っ
た
。

立
案
者
は

6
年
生
2
組
の
室
野
良
寛

先
生
。

「
昨
年
実
施
し
た
授
業
の
資
料
に
目
を

通
し
て
、
お
に
ぎ
り
だ
け
で
も
児
童
た

ち
が
実
に
豊
か
な
表
現
を
す
る
と
い
う

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
今
回
、

ぜ
ひ
オ
ニ
ギ
リ
を
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

八
幡
野
小
学
校
の

1
年
間
の
総
合
学

習
の
テ
l
マ
は
「
食
」
。
「
郷
土
の
料
理
」

「
食
の
歴
史
」
「
外
国
の
料
理
」
、
「
食
と

健
康
」
の
4
つ
の
テ
l
マ
か
ら
好
き
な

も
の
を
選
べ
る
。

ま
た
、
各
自
が
「
バ
ケ
ツ
稲
」
を
栽

培
。
希
望
者
に
は
、
近
く
の
農
家
で
田

植
え
か
ら
収
穫
ま
で
の
米
作
り
を
学
ぶ
、

遊
ぶ
た
め
の
優
良
給
食

6年1組の山下航輝くん。

一定事~

伊東市立八幡野小学校

静岡県伊東市八幡野976-1

tel.0557・53-0023

ピザド、ノグ、 トマトとたまごのス プ、茄でトウモロコシ、オニギリ、牛乳、ミルメ ク。豆穀米とアイチノカオリのオニギリ。

汚
名
限
定
の
オ
プ
シ
ョ
ン
も
あ
る
。
こ

れ
は
土
・
日
の
開
講
だ
。

授
業
で
試
食
し
た
ご
飯
は
、
①
雑
穀

米
(
岩
手
県
二
戸
市
・

J
A
S
有
機
認

証
高
村
英
世
さ
ん
の
ア
ワ
、
ヒ
ェ
、
キ

ビ
)、
②
十
三
穀
米
(
佐
賀
県
江
北
町

・

武
富
勝
彦
さ
ん
の
黒
米
、
緑
米
、
赤
米

な
ど
の
ブ
レ
ン
ド
。
ヤ
ン
キ
ー
ス
の
松
井

秀
喜
選
手
が
食
べ
て
い
る
も
の
)
、
③
コ

シ
ヒ
カ
リ
(
新
潟
県
加
茂
市

・
か
や
も

り
農
園
萱
森
教
之
さ
ん
)
、
④
ア
イ
チ
ノ

カ
オ
リ
(
室
野
先
生
の
両
親
の
地
元
の

お
米
)
、
①
豆
穀
米

(
三
重
県
伊
賀
市

・

手
づ
く
り
モ
ク
モ
ク
フ
ァ
ー
ム
の
ア
ミ
ロ

引
を
ベ
ー
ス
に
し
た
ブ
レ
ン
ド
米
)
。
雑

穀
や
黒
米
、
赤
米
な
ど
を
入
れ
た
の
は
、

児
童
が
「
昔
の
食
べ
物
」
を
調
べ
て
い

る
か
ら
だ
。

同
に

き
た
て
の
5
種
類
の
ご
飯
を
「
見

小
人

た
目
」
「
香
り
」
「
味
わ
い
」
「
感

触
」
を
意
識
し
て
観
察
し
、
各
自
の
結

果
を
発
表
す
る
。
米
栽
培
の
よ
う
す
も

学
ぶ
。
ふ
だ
ん
な
に
げ
な
く
食
べ
て
い
る

ご
飯
に
、
い
ろ
ん
な
味
わ
い
や
、
個
性

が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。

テ
イ
ス
テ
イ
ン
グ
終
了
後
は
発
表
だ
。

「
こ
れ
は
お
赤
飯
と
同
じ
米
が
入
っ
て
い

る
」
「
ふ
だ
ん
食
べ
て
い
る
米
と
同
じ
味
」

「
ペ
ン
シ
ョ
ン
で
お
客
さ
ん
に
出
し
て
い

る
お
米
だ
な
あ
」
。

な
か
に
は
、
た
ち
ま
ち
コ
シ
ヒ
カ
リ
を

銘
柄
ま
で
当
て
て
し
ま
う
と
い
う
嘆
覚

の
す
る
ど
い
児
童
も
。

オ
ニ
ギ
リ
作
り
は
、
大
に
ぎ
わ
い
。

一
番
人
気
は
室
野
先
生
の
お
米
。
用
意

さ
れ
た
図
鑑
を
使
っ
て
雑
穀
の
種
類
を

分
類
し
た
り
、
自
慢
の
オ
ニ
ギ
リ
を
先

生
た
ち
に
見
せ
に
い
く
児
童
た
ち
。

お
待
ち
か
ね
の
給
食
時
間
。
こ
の
日

は
特
別
に
自
家
製
オ
ニ
ギ
リ
付
き
だ
。

質
疑
応
答
で
は
、
食
べ
物
の
素
朴
な
質

問
が
次
々
に
飛
び
出
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
時
間
い
っ
ぱ
い
ま
で
手
を
挙
げ
続

け
て
、
先
生
た
ち
を
驚
か
せ
た
。

自分たちのオニギリで給食。話題もう

んと広がる。

5人1組チームに分かれて、5種のご飯

の味わいをみんなで調査。

ー白黒下え;竿診/王、


